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第４期がん対策推進基本計画及び第４次岩手県がん対策推進計画の策定  

に向けた取組状況等について  

 

１ 第４期がん対策推進基本計画策定（Ｒ５～）に向けた国の取組状況           

  

(1) スケジュール 

 
〔厚生労働省  第 81 回がん対策推進協議会（令和４年９月５日）資料より抜粋〕 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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  (2) 第３期がん対策推進基本計画中間評価報告書の概要  

 
〔厚生労働省  第 80 回がん対策推進協議会（令和４年６月 30 日）資料より抜粋〕  
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  (3) 検討会の主な提言等 

   

  ア がん検診のあり方に関する検討会からの提言  
〔厚生労働省  第 82 回がん対策推進協議会（令和４年９月 20 日）資料より抜粋〕 

 

（ア）がん検診受診率向上のための取組について  

⇒ 国民生活基礎調査によるがん検診受診率の目標値を 60%に引き上げる 

こととしてはどうか。  

（イ）適切な精度管理の実施について  

         ⇒ 自治体における検診の精度管理を、レセプトやがん登録情報を活用す

る方法にシフトできるよう推進してはどうか。  

（ウ）科学的根拠に基づくがん検診の実施について  

   ⇒  日本のがん検診の進捗や課題を整理するため、諸外国におけるがん検

診の仕組み、対象者への個別勧奨法、がん検診受診率、年齢調整罹患率、

年齢調整死亡率について、経年的な比較調査を実施してはどうか。  

 

  イ がんとの共生のあり方に関する検討会からの提言  

〔厚生労働省  第 84 回がん対策推進協議会（令和４年 10 月 27 日）資料より抜粋〕 

（ア）がんと診断された時からの緩和ケアの推進  

⇒ 国は、拠点病院等を中心としたがん診療に携わる医療機関において、  

全てのがん患者に対して入院、外来を問わず苦痛の把握に努め、必要な緩

和ケアが提供され、また、がん患者の苦痛や問題等の把握及びそれらに対

する適切な対応が、診断時から一貫して経時的に行われるよう、必要な支

援体制の整備を進める。  

（イ）相談支援及び情報提供  

⇒ 国は、多様化・複雑化する相談支援のニーズに対応できるよう、がん   

相談支援センターの質の確保及び、持続可能な相談支援体制のあり方等に

ついて検討を行い、効率的・効果的な体制を構築する。  

（ウ）社会連携に基づくがん対策・がん患者支援  

⇒ 拠点病院等は、地域の関係機関で顔の見える関係の構築や困難事例等  

への対応について協議を行い、患者支援の充実を図る。国は、地域の関係

者間のネットワーク構築や地域の課題を抽出し解決に向けた取り組みが

行えるよう施設間の連携・調整を担う者の育成に努める。  

（エ）がん患者等の就労を含めた社会的な問題（サバイバーシップ支援）  

⇒ 国は、がん患者・経験者、その家族等の生活の質を向上できるよう、   

既存の両立支援の効果及び課題を明らかにし、施策の強化や産業保健との

連携、普及啓発等について検討を行う。また、就労支援に携わる者は、個々

の実情を把握した上で産業医等と連携し、患者と事業主との間で治療と仕

事の両立へ向けた調整を支援する。  

（オ）ライフステージに応じたがん対策  

     〔小児・ＡＹＡ世代の支援〕  

     ⇒  国及び地方公共団体は、医療従事者と教育関係者との連携に努めると

ともに、療養中に適切な教育を受けることのできる環境の整備、就学・

復学支援等の体制整備を行う。また情報技術（ICT)を活用した遠隔教育

について、実態を把握した上で課題等を明らかにし、一層の推進を行う。  

     〔高齢がん患者の支援〕  

⇒ 国は、高齢がんサバイバーの QOL向上を目指し、患者を含むサバイバー

が抱える課題について実態調査を行い、長期で生じる有害事象などに対応

ができるよう患者の健康管理や、地域における療養状況、再発・二次がん、

他併存疾病へのフォローアップなど、その方策について検討を行う。  
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  ウ 「がん医療の充実」分野の検討の視点   
〔厚生労働省  第 83 回がん対策推進協議会（令和４年 10 月 13 日）資料より抜粋〕 

 

（ア）がん診療提供体制等の充実  

⇒ がん医療が高度化する中で、引き続き質の高いがん医療を提供するた  

め、均てん化に加えて、拠点病院等の役割分担を踏まえた集約化を推進し

てはどうか。  

（イ）希少がん・難治性がん対策  

⇒ 患者及びその家族等への情報提供をさらに推進する観点から、拠点病  

院等における対応状況や、医療機関間の連携体制等について、患者及びそ

の家族等の目線に立った分かりやすい情報提供を進めることとしてはど

うか。 

（ウ）小児がん・AYA 世代のがん対策 

⇒ 小児・AYA世代のがん対策をさらに充実させるため、小児がん拠点病院

と、がん診療連携拠点病院等や地域の医療機関、かかりつけ医等との連携

を含め、地域の実情に応じた小児・ AYA世代のがん診療提供体制の整備を

進めることとしてはどうか。  

（エ）高齢者がん対策  

⇒ 高齢がん患者に対する適切な治療及びケアの提供を推進する観点から、

これまでの議論を踏まえ、高齢者がん診療の実態把握を進めるとともに、

関係団体等と連携し、更なるガイドラインの充実を進めることとしてはど

うか。 

 

 

 

２ 第４期岩手県がん対策推進計画策定（Ｒ６～）に向けた取組               

 

(1) 計画策定の考え方 

   ○  がん対策基本法において、都道府県のがん対策推進計画は、国のがん対策推

進基本計画を基本とするとともに、保健医療計画等との調和を保ちながら策定す

ることとされている。  

○ 県では、今後、国が示す第４期がん対策推進基本計画及び新たな医療計画作成

指針に基づき、岩手県がん対策推進協議会及び医療審議会における意見等を踏ま

え、令和５年度中に次期計画を策定することとしている。  

 

(2) スケジュール  

（次頁のとおり）  

   

 

 


